
.'1-L幌 → 層 雲 峡

短 食  2の2

  7月 で9日(日)

 今 日も又,雲 深きホワイ トグレーの空のもと。ユースホ ステル円山ハウスを立ち,札 幌市

内見学へ とパスは立っ。

  R時 計台の鐘が鳴 る。大空遠 くほのぼの と 静かに夜はあけてゆ く    翁

写真でよく見る札幌の時計台。右手にチラ リと見たのみであるが,印 象 に残 る異国的な建

物であった。鐘の音が聞けたなら,ロ マンチツクな印象 も残っただろうに。次いで北大の

植物園,そ してヱ〃ムの学 園,ク ラーク博士で知 られ る北大へ。ここで は立入り禁止を破

って ポプラ並木へ,い そいそと。講義の催中に観光バスで,ガ ヤガヤとこられては,た ま

ったものではない。禁止であるのは当然の事。で あるのに好奇心にか られてか 、それ とも

遠 々と続 くあの ポプラ並木を見たさにか?

しか し,行 って見ると,聞 くと見るでは大違 い。とまではゆかないがs数 える程のボブラ

の木 々,こ こぞ とばか り写真を撮 る人,又 とられる人でこったがえし,か えって立入 り禁

止を守った方が………とも言えない事はないようであった。町行 く人 も様 々な服装でs夏

である事を忘れ させる町である。実際気温 は20℃ に達 していなかった と思 う。

一向に天気は回復 しない。それに又今 日は不運に日曜 日であった。それゆえ雪印乳業は休

業,ア イスク リームもダメになつた。この時の皆の嘆き ようはすごかった。

 札幌の郊外s西 南に位置する羊ケ丘展望台にやってきた。晴天ならば札幌の町も見える

様な高台の牧場だが,こ の日は霧に包まれ,は だ寒い程,冬 の朝 もやを思わせる様だった。

残念な事に,こ こにも日曜 日がたたってか,羊 には全 くお目にかかれなかった。余 りの寒

さに,パ スの中でお弁当を開 く。あっいお茶のサ ービス`こ少 々気を直 した。

 これより石狩川に沿いr路 層雲峡へ。

  7月20日 月曜 日(6日 目)

 日本最大の面積を有する大雪山国立公園。そこに属する漢谷 ・層雲峡 は他の観光地 とち

よっ と美を異にする雄大な所である。断崖 ・絶壁にきざまれたs自 然の壁 とでも言うのか,

まったく自然のな した巨大な岩の彫刻である。見れば見る程 自然美の偉大 さ,巧 妙さにお
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どうか されるo

 行け ども行け ども,巨 大な彫刻の壁は続 く。バスの中から右に左,左 に右にと回転 よろ

しく首と目玉の体操 をしたが,こ の時ばか りは2本 の足で歩 きたかった。

途申,巨 大な岩間 より落下する雄 々しい流星の滝,し おらしく流れ落ちる銀河の滝に見い

った。次いで大函 。

平地から垂直にそそ り立っ岩壁に包まれた ここは,大 きな箱の底に居る様で あるところか

ら大函というのであろうか。岩の色のしぶ さがとても印象的であった。

小函を通 り,し ばらくはバ スの中,途 中,美 幌で昼食をす ませ,一 路網走へσ

 旅行中では最 も北の ・刑 務 所 で 知 られ た 網 走 に やって来た。お天気 の方は夏 らし

い青さが見え出 したn

 広い草原には牛や馬が放たれ,乾 そ うした快よい気候である。牧歌的なのどかさとは,

この事かと思った。しばらくす ると左手に青 く光った海が見えてきた。今 まで の緑の匂い

とは別に青い湖の香 りである。海岸づたいにバスは走る。そ して,今 は満開 も終 りをっげ

た浜なすの咲 く原生花園にっ いた。

 原生花園の後に は,オ ホーツク海が空に向って広 々と開けている。

 力強 くお しよせる砂浜の波i"足 を洗 い,貝 を拾い,遠 く見知 らぬ国の香を包んで吹 いて

くる(と 思われる)快 よい潮風+'旅 の疲れをいや した。再びパスに乗り込み,'fit来た道 を

ひきかえ し,途 中,夕 暮れの天都山に登り,網 走湖への帰路を急いだ。


